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イタリア語における女性の「名字」に
前置された定冠詞のエリジオンについて

久　保　博



1.0.　始めに
　本研究の対象は、イタリア語におけるエリジオンであり、特に女性の「名字」に前置される定
冠詞のエリジオンに焦点を当てる。主な目的は以下のとおりである。普通名詞に前置された定冠
詞がエリジオンを起こすコンテキスト（母音の前）においても、女性の「名字」に前置された場合
は、エリジオンを起こさないことが「無標」、つまり基本の形であることを、言語コーパスから集
めたデータをもとに主張する。
　エリジオンとは、母音で始まる語の前では、その直前に前置される語の本来発音されるべき
語末の母音が、発音されなくなる連声現象の一つである。本研究では、同現象を指す用語とし
て、一般によく知られているフランス語由来の「エリジオン」を用いる。
　本調査で明らかになる重要な結論は、定冠詞が母音で始まる女性の「名字」の前で「エリジオ
ン」を起こさない頻度は、母音で始まる普通名詞の前で「エリジオン」を起こさない頻度よりもは
るかに高く、統計的な観点からも有意であるといえる点にある。

１．先行研究と基礎知識
1.1.　定冠詞
　現代イタリア語の定冠詞は、以下の表に示されたな分布を示すことが知られている。

表１　イタリア語における定冠詞の分布

　定冠詞女性形単数の基本の形であるlaが母音の前では、l ’となり、その語末の母音が脱落す
る現象を「エリジオン」と呼ぶ。この現象は語頭の母音の質に関係なく発生する。

（1）
 a.　l ’amica

男性 女性
語頭の音韻的組成 母音 s + 子音, z , ps, x, gn, y それ以外の子音 母音 子音

単数 l ’ lo il l ’ la

複数 gli i le
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b.　l ’energia

c.　l ’italiana

d.　l ’università

e.　l ’oca

　イタリア語における「エリジオン」も、女性の「名字」を含む固有名詞も定冠詞も、それぞれ
一般的なテーマであり、多くの文法書でも扱われているうえに、無数の研究がすでに行われて
きた。
　イタリア語には、冠詞前置詞と呼ばれる前置詞と定冠詞が結合した語もあり、定冠詞単体の
時とほぼ同じ形態変化を示すが、今回の調査では考慮に入れないので、詳細は割愛する。

1.3.　イタリアの人名のシステム
　イタリア人の人名は通常 NOMEとCOGNOMEで構成される。NOMEは個人の「シニフィア
ン」、COMEGNOは社会を構成する最小の集団である家族の「シニフィアン」である。以降前者
を「名前」、後者を「名字」としるす。例えば2023年９月１日現在のイタリアの首相であるGiorgia 

Meloniの場合、「名前」はGiorgia, 「名字」は Meloniとなる。

1.2.　イタリア語における人名の前に現れる定冠詞
　標準イタリア語では、「名前」の前には男性、女性問わず定冠詞を付けないのが通常である
が、「名字」の場合、男性には定冠詞を付けず、女性には定冠詞を付ける。以下の三つの例で
は、すべて女性を表しており、Righettoは「名字」、Matildeは名前、Matilde Righettoはフルネーム
として使われている。

（4） *（la）Righetto vive in America da un anno.

 「リゲットさんは、一年前からアメリカに住んでいる」
（5） （*la）Matilde vive in America da un anno. 
 「マティルデは一年前からアメリカに住んでいる」

（6） （*la）Matilde Righetto vive in America da un anno.

 「マティルデ・リゲットは一年前からアメリカに住んでいる」
Kubo（2016）

1.3.　女性の「名字」に前置された定冠詞の「エリジオン」
　イタリア語を母語とするものの日常の会話において、通常女性の「名字」に定冠詞を付ける
際、それが母音で始まっていようと「エリジオン」が起きない。しかしそのことに関して、研究は
おろかそれに関する言及すらもほぼ皆無である。
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　唯一の例外と思われるのは Lepscky & Lepscky（1981: 95）であり、「女性の名字の前では、母
音で始まっていても、laという形で出現し「エリジオン」を起こさない。La Ingrao, La Antinucci」 

（本稿執筆者訳）と簡潔な記述にとどまる。
　ただ、この記述には不十分な点もある。次の二つの例を見てほしい。インターネット上で見つ
けることができる例（7）と（8）の下線部の様に、定冠詞の「エリジオン」に関して揺れを確認す
ることができる。（以下の例の“Errani” は双方ともにSara Erraniという女性プロテニスプレイヤー
に言及している。）

（7） L’Errani è citata dal Wall Street Journal, […]（下線、本稿執筆者）
 「エッラーニはウォール・ストリート・ジャーナルに引用され、（中略）」
（https://www.italiachiamaitalia.it /sara-errani-odio-l%E2%80 %99inter-e-non-devo-chiedere-

scusa-di-simona-aiuti/）

（8） Per aggiudicarsi il titolo, la Errani ha battuto tre giocatrici che, […]（下線、本稿執筆者）
 「タイトルを獲得するため、エッラーニは三人の選手を倒したが、（中略）」

（https://tennismagazineitalia.it/news/sara-errani-fa-1-000-e-torna-a-vincere-un-torneo-dopo-tre-

anni）

　上に引用した Lepscky & Lepscky（1981: 95）の記述は、（7）と（8）の間にみられるようなゆれ
にかんして実際の現象に即していない部分がある可能性があることになる。
　つまり、今現在女性の「名字」と定冠詞の「エリジオン」に関して確かなことは、そのデータも
含めてほぼ何もないようである。
　本調査ではコーパスを用いた計量調査を行い、この「欠落」を埋める。コーパスを用いた計量
調査は、規範にも触れられておらず、ほとんど研究も進んでもおらず、さらに実際に使われる例
にばらつきが認められる場合、一定の指針を与えてくれる。

２．調査の概要
2.1.　調査した女性の「名字」の特徴
　本調査では、コーパスでの検索にあたって以下の特徴を持つ語を用いた。

1） イニシャルが大文字である。
2） イニシャルが母音である。
3） 語尾が i である。

　以上の特徴を持つ語の検索を行った理由は以下のとおりである。
1） イニシャルが大文字である。
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イタリア語の書き言葉では、人名を含めて固有名詞のイニシャルを大文字で記すという規則
があるため、本調査でもイニシャルが大文字である語彙を検索した。人名と、その他の固
有名詞、例えば、地名や団体名、組織名などとを分けることはできないため、後で選別す
る必要が生じる。

2） イニシャルが母音である。
本研究が「エリジオン」に関するものであるため、必然的に語頭が母音である語を検索する
必要がある。

3） 語尾が i である。
イタリアに存在する「名字」に関して調査を継続的に行っているサイト“Cognomix”（https://

www.cognomix.it/）には、2023年８月14日現在の検索によると、59060の「名字」が掲載さ
れている。サイトには掲載されていないが、今回の調査のために“Cognomix” に掲載されて
いる母音で始まる「名字」を語尾ごとに分類を行い、それぞれの度数を調査した。それら
の語の語尾の内訳は以下のとおりである。表2、表３、表４では、割合に関しては小数点
以下第二位で四捨五入する。また、表５では小数点以下第三位を四捨五入する。なお、四
捨五入による計算の丸め誤差が存在するため、値の合計は100％にならない場合がある。

表２　「名字」の語尾

　語尾が i である「名字」が最も多く、それだけで合計（59060）の三分の一以上ある。このこ
とは、数の上で、語尾が i で終わる「名字」がイタリアに存在する「名字」の中で典型的なもので
あると考えて差し支えないことになる。
　また、この語尾が i であるという特徴にはもう一つ本調査において利する点がある。イタリア
に存在する名前に関して調査を継続的に行っているサイト“Nomix”（https://www.nomix.it/）に
は、2023年８月14日現在の検索によると、3198の「名前」が掲載されている。すでに述べたよう
に、本研究では語頭が大文字で始まる語の検索を行うのだが、人名に限っても当然「名字」と

「名前」が含まれることになる。イタリア語の「名前」は基本的に母音で終わるのだが、母音で
終わる語の中でもi で終わる「名前」は全体のわずか２％強であることがわかる。

語末母音 出現数 割合
-a 8825 14.9%
-e 4143 7.1%
-i 22522 38.1%
-o 17577 29.7%
-u 955 1.7%

それ以外 5038 8.5%
合計 59060 100%
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表３　「名前」の語尾

　さらに、イタリア内務省のDipartimento per gli Affari Interni e Territorialiのサイト上（https://

dait.interno.gov.it/territorio-e-autonomie-locali/sut/elenco_cens_var_comuni_italiani.php）に掲載さ
れている情報をもとにcomune（基礎自治体）の地名に関して集計を行った結果、現在存在する
7901のcomuneに関してもi で終わるものはわずか約10％と、決して多数派とは言えない割合で
ある。

表４　「地名」の語尾

　したがって、固有名詞の中でi で終わるものを選ぶことで、自動的に多くの「名前」と多くの地
名から選別することができ、後の作業の効率化を図ることができる。

2.2.　本調査で用いたコーパス
　本調査では、イタリアのボローニャ大学の元教授であるRema Rossini Favrettiによってはじめ
られたCORISを用いた。それは、使いやすく幅広いデータを含む書き言葉としてのイタリア語
の一般的なコーパスを作るプロジェクトの一環として作成された。2001年９月からオンラインで参
照可能である。
　CORIS のポータルページ上（https://corpora.ficlit.unibo.it/coris_ita.html）では一億五千万語を

語尾 出現数 割合
-a 1205 37.7%
-e 352 11.0%
-i 69 2.2%
-o 793 24.8%
-u 6 0.2%

それ以外 773 24.2%
合計 3198 100%

語尾 出現数 割合
-a 2135 27.0%
-e 1277 16.2%
-i 768 9.7%
-o 3300 41.8%
-u 31 0.4%

それ以外 390 4.9%
合計 7901 100%
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含むと示されているが、CORIS に掲載されている最新の情報によると、（https://corpora.ficlit.

unibo.it/TCORIS/）によると2021年には一億六千五百万語にまで増えていると示されている。
　もちろん、今日コーパスを用いた調査ではSketch Engine（https://www.sketchengine.eu）が頻繁
に参照されるが、今回はあえてCORISを使用した。理由は、CORIS の反応速度が非常に速い
点にある。CORIS では正規表現を用いたうえ複数の語の連続を検索する場合でも数秒でデータ
が表示される。このCORIS の軽さと速さは、今回の様な手探り状態の調査においては重要な
利点である。

2.3.　本調査で用いた正規表現
　本調査では、CORIS のサイト内に掲載されている情報をもとに（https://corpora.ficlit.unibo.it/

TCORIS/QueryLanguage.html）まず以下の（9）のような正規表現を用いることからはじめた。

（9） “L|l” “¥047” “A.*i”

　この正規表現は、コーパス上のデータの中でスペースで区切られている三つの文字列を表して
おり、“”の間がそれぞれの探している文字列に相当する。最初の文字列は、アルファベットの12
番目の文字 l（エル）の大文字もしくは小文字、二番目はアポストロフィ、三番目は大文字のA で
始まり小文字の i で終わるようなすべての文字列を表している。
　この文字列を入力すると、以上の三つの文字列をふくむデータが前後30文字を含めて表示さ
れる。それに続いて、

①  三番目の文字列の大文字の母音を他のすべての母音に変えたうえで、それぞれで検索
を行う。

②   次に最初の二つの文字列を “La/la” に変えたうえで、①の作業を繰り返し、検索を行う。

３．調査
3.1.　母音で始まる一般名詞（女性）に前置された定冠詞に「エリジオン」が起こらない割合
　既に述べたように女性名詞に定冠詞が前置される場合、通常、定冠詞に「エリジオン」が起
こる。しかし、実際には、この「エリジオン」が起こらない場合もあることも知られている。
Serianni（1988: 163）によると、

　L’elisione di la davanti a vocale, benché sempre raccomandabile, talvolta non è praticata nell ’uso 

scritto […]. 
　「母音の前の laは母音を脱落させる方が、常にこのまれるのは勿論だが、時に書き言葉の使
用例の中では行われないこともある」。（執筆者訳）
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　この点に関して、すでに研究が行われており、統計的な数値がいくつか提示されている。

表５　Vanvolsem（2007: 231）

　値は29.7%から0.4%とかなりの幅があり、母音で始まる女性名詞の前に前置された定冠詞に
「エリジオン」が起こらない確率に関して見解の一致がないようであるが、いずれにしろ母音で始
まる一般名詞の場合は定冠詞に「エリジオン」が起こるほうが「無標」であるということが、割
合として示されていることは間違いないであろう。

3.2.　以上に示した正規表現を用いた調査の結果
　CORIS に2.3. で述べた語形を有した語が、定冠詞女性形単数と共に出現する事例と共に検
索したところ、条件に合致する大文字で始まる語として、定冠詞女性形単数を伴って出現した文
は3706、519の lemmaがヒットした。この中には、Einaudi（出版社）、Olivetti（会社）、Empoli 

（サッカーのチーム名）、Ungaretti（男性の「名字」，もしくは換喩として本）、Asti（地名）なども含
まれており、タグ付けもされていないため、それらを一つ一つ文脈に合わせて除外しなければな
らない。さらに、Iannini, Ienzi, Iotti 等、語頭の“I” が半母音と解釈できる事例を除外する。
　そのなかで、女性の「名字」を表しているだろう事例は計150、そのうち定冠詞が l ’ である事
例は27、laである事例は123であった。割合にして82％である。
　一般名詞の場合、値が29.7%から0.4%となる一方で、80%をこえることから「エリジオン」を
起こしていない形のほうが一般名詞と違い、「無標」のように感じられる。表６は、定冠詞に「エ
リジオン」が起こっているかどうかを、「名字」の語頭の母音ごとに分けたものである。表７は定
冠詞と共に現れた女性の「名字」をまとめたものである。
　調査手順の関係で、母音ごとに「名字」を整理することになったのだが、意図せず興味深い
ことが一点浮かび上がってきた。母音が aで始まっている場合、「エリジオン」が起こらない割合
が明らかに低くなっているように思われる。今回の調査の本筋とは関係ないのでここで詳しくは
触れないが、今後のさらなる調査が必要であろう。
　本論文の目的の一つがデータの提供でもあるので、本稿末に150すべての文を付録として掲
載する。

論文名 母音の前の定冠詞が la である割合
Van Damme 2007 0.4%
Vanvolsem 1983 5%

Finizio 1983 9%
Brunet 1979 29.7%

（執筆者により一部訂正）
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表6　女性の「名字」の前における l’と laの分布

表７　定冠詞と共に現れた女性の「名字」

3.3.　χ二乗検定
　ここでは手元にある上記のデータと前節で得た結果を用いてχ二乗検定を行う。
　ただ、上記のデータには検定を行うために必要な情報がいくつか欠けており、仮定としてだ
が情報を補って検定を行う。当然ながら今後仮定としてのデータではなく実際に調査で得られ
た情報をもとに再度行われることが期待される。

作業仮説１  Van Damme（2007）, Vanvolsem（1983）, Finizio（1983）, Brunet（1979）をすべて
同一の母集団から抽出したデータである。

作業仮説２ 抽出された総数が示されていないので、「名字」の時と同じ150である。

伊藤（2002: 105）に説明されている手順をもとに本調査に即して調整し、χ二乗検定を行う

①  以上の四つの論文のサンプルの総数を150としているので、全体の合計は150 × 4 = 600 と

l ’ の出現数 la の出現数 合計 la の割合
a 26 85 111 0.77
e 0 6 6 1
i 0 8 8 1
o 0 18 18 1
u 1 6 7 0.86

l '
a

Adjani Agostini Ali Altieri Amadesi Anceschi Andreini

Andriani Anselmi Archibugi Argentieri Atzei

u Uffredduzzi

la

a

Abelli Addati Adjani Afzali Agnelli Agnesi Agosti

Airoldi Alberti Aldini Alfonsi Alpi Amari Ammirati

Amoretti Andreini Andreoli Andreucci Anelli Anghinolfi Anselmi

Antonacci Antonicelli Anzi Apuzzi Archibugi Arcuri Argentieri

Armellini Armeni Arzeni Assisi Assoni Asti Attali

Attili Aulenti Autieri Avalli

e Emili Ensoli Errani Esfandiari

i Interlandi Irti Isoardi Izzi

o
Occhini Occhipinti Olzai Oriani Orlandi Orlandini Orsatti

Orsi Ortolani Ottaviani Ottieri Ottolenghi Oziai

u Ulivi Urilli
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なる。定冠詞が「エリジオン」を起こしている仮定上の総数 xは 

x =  （150 × （100 – 0.004）） + （150 × （100 – 0.05）） + （150 × （100 – 0.09）） +  
（150 × （100 – 0.297）） 

= 533.85

とする。
　定冠詞が「エリジオン」を起こさない仮定上の総数yは

y = （150 × 0.004） + （150 × 0.05） + （150 × 0.09） + （150 × 0.297） 
= 66.15

とする。
表７　クロス集計表

② 帰無仮説 H0 をたてる。
「「エリジオン」が、母音から始まる一般名詞と女性の「名字」の前で起こる頻度には差がない」
帰無仮説 H1をたてる。

「「エリジオン」が、母音から始まる一般名詞と女性の「名字」の前で起こる頻度には差がある。」

　次の式（m行n列の期待値 = m行の計 × n行の計 ÷ 総計）にしたがって表６の値を利用
し、理論値を求める。表８はその結果を表にまとめたものである。

一般名詞で「エリジオン」ありの期待値 = 600 × 560.85 ÷ 750 
= 448.68

一般名詞で「エリジオン」なしの期待値 = 600 × 66.15 ÷ 750
= 151.32

「名字」で「エリジオン」ありの期待値 = 150 × 560.85 ÷ 750
= 112.17

「名字」で「エリジオン」なしの期待値 = 150 × 189.15 ÷ 750
= 37.83

「エリジオン」あり 「エリジオン」なし 合計
一般名詞 533.85 66.15 600
「名字」 27 123 150

合計 560.85 189.15 750
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表８　期待値を示した表

③ χ二乗値を求める。
χ二乗値は、クロス集計表のすべての実測値と期待値を集計した表の同じマスの期待値を公式

（実測値 – 期待値）2 ÷　期待値にあてはめ、その結果をすべて合計する。

χ2 = （（533.85-448.88）2 ÷ 448.68） + （（66.15-151.32）2 ÷ 151.32） + （（27-112.17）2 ÷ 
112.17） + （（123 -37.83）2 ÷ 37.83） 
= 320.52

④ クロス集計表の自由度を求める。
クロス集計表の行の数 n と列の数 mはそれぞれ2であるので

自由度df = （m – 1） × （n – 1）= （2 - 1） × （2 - 1） = 1 × 1 
= 1

⑤ 有意水準の設定を設定する。本調査では有意水準αを0.1％と設定する。

α= 0.001

χ2（df , α） = χ2（1, 0.001）
= 10.83

⑥ 考察
χ2  = 320.52 であるので、χ2  ≧  χ2（1, 0.001）となり、不等式が成り立つ。従って、帰無仮
説H0が棄却される、対立仮説H1が採用される。
　以上χ2乗検定を行った結果、結論としては次のことがいえる。

⑦ 結論
有意水準0.001で、母音から始まる一般名詞と女性の「名字」の前で起こる頻度には統計的に有
意な差がある。この有意水準0.001で有意な差があるということは、「帰無仮説を前提とした場
合に、実際に観測された事象が起こりえる確率は0.1％以下、すなわち1,000回に1回も生起しな

「エリジオン」あり 「エリジオン」なし
一般名詞 448.68 151.32
「名字」 112.17 37.83
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い特異な現象である」（中村　1992: 81）ということになる。

4．むすび
　本章では、今回の調査の結論と今後の展望に関して述べる。

4.1. 本論文では、女性の「名字」に前置された定冠詞と「エリジオン」の関係について調査を
行った。一般名詞の場合とは明白に違い女性の「名字」の場合、82％の割合で「エリジオン」を
起こしていない la が現れる。この割合から考えると女性名詞の場合では laが無標と主張する
には十分であろう。以上の主張は、χ二乗検定を行い、有意水準0.001で統計的な有意差があ
ることが判明したことからも、客観性を持っている。

4.2. これからの展望
　イタリア語における女性の「名字」と「エリジオン」の関係を調べるにあたって、何度も繰り返
しているが、本調査はいわば初動調査のようなもので本格的な調査はこれから行わなければな
らない。本調査の欠点や新たに見つかったことなどを踏まえて以下の三つの方向性を示す。

１　より大規模なコーパスを使って同様の研究を行う。
　本調査では、コーパスとしてCORISを用いた。総語数一億六千五百万語のコーパスである
が、それでも今回の調査で使えた定冠詞が女性の「名字」と共に現れた例はわずか150であっ
た。しかしながらSketch Engine（https://sketchengine.eu/）には、イタリア語のコーパスのなか
に総語数が12,451,734,885を数えるものもあるので、より詳しい調査を行うことができるだろう。
しかし、それは同時により多くの会社名、名前、あだ名、地名などの女性の「名字」以外の固
有名詞を除外するという作業が予想されるため、工夫が必要であろう。

２　一般名詞に前置された定冠詞女性単数に「エリジオン」が起きない確率をより細かく調べる。
　本調査において、一般名詞の前で定冠詞に「エリジオン」が起きない確率は、すでに行われ
た研究を援用し計算を行った。しかしながら、値に幅があるうえにコーパスを使ってシステマ
ティックに行った調査ではない。従って言語コーパスを用いて定冠詞女性単数に「エリジオン」が
起きない確率を調査する余地がまだあるだろう。

３　語頭の母音と「エリジオン」の関係を精査する。
　語頭の母音と「エリジオン」の関係は、すでに述べた二つの展望で調査を行うときに考慮に入
れなくてはならない。すでに3.2.で述べたように、語頭の母音によって定冠詞女性形単数にエリ
ジオンが起こらない確率が変わることが意図せず観察された。今回の調査では、メインのテー
マではなかったので詳しくは調べなかったが、非常に興味深い点であると思われる。今回観察
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された女性の「名字」の前で定冠詞女性形単数にエリジオンが起きた例はほぼすべてAで始まる
もので（26 / 27）、のこりの一例はUで始まる「名字」だった。さらに、AとU以外の母音に関
しても、例（4）のようにEではじまる「名字」の場合でも、定冠詞にエリジオンが起きる事例が
実際に観察されている。ただ、そもそもAで始まる「名字」のヒット数が多いため割合などを算
出したうえでの比較が必要だと思われるので、この点も調査してみる価値はあるだろう。

（本学講師=外国語（イタリア語）担当）
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